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広島港は、中四国における国際貿易拠点及び港背後の生活圏を支え

る重要拠点として、「国際競争力の高いコンテナ物流拠点の形成と地

域のカーボンニュートラル実現」に貢献していく。
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2013（平成25)

年度

2022（令和4）

年度

2027（令和9)年度
(短期目標年度)

2030（令和12)年度
(中期目標年度)

2050（令和32)年
(長期目標年度)

65.1万トン/年 47.5万トン/年 実質0トン/年

37% 49% 100%

○荷役作業の効率化、荷役機械の低・脱炭素化

○ハイブリッドＥＶ内航コンテナ船の建造及び実証実験

○船舶内照明のLED化

○低燃費型船舶への更新

○低・脱炭素型船舶の導入

○低・脱炭素型車両の導入

○CGS GSI化による発電効率向上
○近隣からの未利用熱の活用
○近隣への特定送配電事業による電力供給
○場内照明のLED化
○温水ポンプへのインバーター制御導入
○熱回収式空気圧縮機の導入
○近隣へのLNG 冷熱の供給
○天然ガス拡販 取組の開始時期・完了時期は内容により異なる。

○LPG貯槽設備の建設

○再生可能エネルギー由来電力の導入
○工場の省エネ活動の実施

取組の開始時期・完了時期は内容により異なる。

○インターナルカーボンプライシングの導入による設備投資の加速
○生産性改善および業務効率化

（生産性向上、品質改善、運用改善、シミュレーション検証など）

○設備の高効率化

（照明のLED化、モータ駆動設備へのインバーター制御導入、空調設備の高効率化など）

○技術革新
（塗装吹付塗着効率の向上、熱処理炉の低温化など）

○各拠点における地域と連携したコーポレートPPAの活用
○電力会社から再生可能エネルギー等非化石電源由来電気の購入

○アンモニア専焼自家発電設備建設
○社内輸送車両などの燃料を次世代バイオ燃料などへ転換
○中国地域創出のJ-クレジット(森林吸収)取得
○LNGを燃料とする自動車運搬船の利用

取組の開始時期・完了時期は内容により異なる。

港湾背後圏全域

公共ターミナルを出
入りする船舶･車両

○太陽光発電設備導入（ソーラーパネル）

○バイオマス混焼比率の向上

○コンテナターミナル周辺の上屋等への太陽光発電システムの設置

○燃料電池型等低・脱炭素ガントリークレーンへの更新

○コンテナターミナルにおける再エネ電力への転換

公共ターミナル内

○e-methaneの導入・供給
　（e-methaneの製造、原料となる水素、二酸化炭素の調達、製造を含む）

ターミナル外

○緑地の整備

【KPI 1】：CO2排出量

【KPI 2】：低・脱炭素型荷役機械導入率

○照明設備のLED化

○陸上電力供給設備の設置

○水素ステーションの検討・導入

○LNG輸送を含む外内貿機能の強化
（用地確保、周辺水域の増深、エネルギー関連施設の建設等）

○ブルーインフラの整備

○港湾工事の低・脱炭素化

○陸上輸送貨物のモーダルシフトの推進
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65.1万トン/年 47.5万トン/年 実質0トン/年

37% 49% 100%

○荷役作業の効率化、荷役機械の低・脱炭素化

○ハイブリッドＥＶ内航コンテナ船の建造及び実証実験

○船舶内照明のLED化

○低燃費型船舶への更新

○低・脱炭素型船舶の導入

○低・脱炭素型車両の導入

○CGS GSI化による発電効率向上
○近隣からの未利用熱の活用
○近隣への特定送配電事業による電力供給
○場内照明のLED化
○温水ポンプへのインバーター制御導入
○熱回収式空気圧縮機の導入
○近隣へのLNG 冷熱の供給
○天然ガス拡販 取組の開始時期・完了時期は内容により異なる。

○LPG貯槽設備の建設

○再生可能エネルギー由来電力の導入
○工場の省エネ活動の実施

取組の開始時期・完了時期は内容により異なる。

○インターナルカーボンプライシングの導入による設備投資の加速
○生産性改善および業務効率化

（生産性向上、品質改善、運用改善、シミュレーション検証など）

○設備の高効率化

（照明のLED化、モータ駆動設備へのインバーター制御導入、空調設備の高効率化など）

○技術革新
（塗装吹付塗着効率の向上、熱処理炉の低温化など）

○各拠点における地域と連携したコーポレートPPAの活用
○電力会社から再生可能エネルギー等非化石電源由来電気の購入

○アンモニア専焼自家発電設備建設
○社内輸送車両などの燃料を次世代バイオ燃料などへ転換
○中国地域創出のJ-クレジット(森林吸収)取得
○LNGを燃料とする自動車運搬船の利用
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○コンテナターミナル周辺の上屋等への太陽光発電システムの設置

○燃料電池型等低・脱炭素ガントリークレーンへの更新

○コンテナターミナルにおける再エネ電力への転換

公共ターミナル内

○e-methaneの導入・供給
　（e-methaneの製造、原料となる水素、二酸化炭素の調達、製造を含む）
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○緑地の整備
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○照明設備のLED化

○陸上電力供給設備の設置

○水素ステーションの検討・導入

○LNG輸送を含む外内貿機能の強化
（用地確保、周辺水域の増深、エネルギー関連施設の建設等）

○ブルーインフラの整備

○港湾工事の低・脱炭素化

○陸上輸送貨物のモーダルシフトの推進
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赤字：２０３０年からの
追加箇所
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